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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】令和3年9月30日(2021.9.30)

【公開番号】特開2020-50792(P2020-50792A)
【公開日】令和2年4月2日(2020.4.2)
【年通号数】公開・登録公報2020-013
【出願番号】特願2018-182739(P2018-182739)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｊ 133/04     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ   7/38     (2018.01)
   Ｃ０９Ｊ   7/24     (2018.01)
   Ｃ０９Ｊ   7/25     (2018.01)
   Ｃ０９Ｊ   4/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ 147/00     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/00     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/30     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｊ  133/04     　　　　
   Ｃ０９Ｊ    7/38     　　　　
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   Ｃ０９Ｊ    7/25     　　　　
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   Ｂ３２Ｂ   27/00     　　　Ｍ
   Ｂ３２Ｂ   27/00     　　　Ｄ
   Ｂ３２Ｂ   27/30     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】令和3年8月18日(2021.8.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
　（メタ）アクリル酸アルキルエステルとしては、アルキル基の炭素数が１～２０である
（メタ）アクリル酸アルキルエステルが好適に用いられる。（メタ）アクリル酸アルキル
エステルのアルキル基は直鎖でもよく分枝を有していてもよい。（メタ）アクリル酸アル
キルエステルの例としては、（メタ）アクリル酸メチル、（メタ）アクリル酸エチル、（
メタ）アクリル酸ブチル、（メタ）アクリル酸イソブチル、（メタ）アクリル酸ｓ－ブチ
ル、（メタ）アクリル酸ｔ－ブチル、（メタ）アクリル酸ペンチル、（メタ）アクリル酸
イソペンチル、（メタ）アクリル酸ネオペンチル、（メタ）アクリル酸ヘキシル、（メタ
）アクリル酸ヘプチル、（メタ）アクリル酸２－エチルヘキシル、（メタ）アクリル酸オ
クチル、（メタ）アクリル酸イソオクチル、（メタ）アクリル酸ノニル、（メタ）アクリ
ル酸イソノニル、（メタ）アクリル酸デシル、（メタ）アクリル酸イソデシル、（メタ）
アクリル酸ウンデシル、（メタ）アクリル酸ドデシル、（メタ）アクリル酸イソトリデシ
ル、（メタ）アクリル酸テトラデシル、（メタ）アクリル酸イソテトラデシル、（メタ）
アクリル酸ペンタデシル、（メタ）アクリル酸セチル、（メタ）アクリル酸ヘプタデシル
、（メタ）アクリル酸オクタデシル、（メタ）アクリル酸イソオクタデシル、（メタ）ア
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クリル酸ノナデシル、（メタ）アクリル酸アラルキル等が挙げられる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　（メタ）アクリル系ベースポリマーは、共重合成分として、架橋可能な官能基を有する
モノマー成分を含有することが好ましい。架橋可能な官能基を有するモノマーとしてはヒ
ドロキシ基含有モノマーや、カルボキシ基含有モノマーが挙げられる。中でも、（メタ）
アクリル系ベースポリマーの共重合成分として、ヒドロキシ基含有モノマーを含有するこ
とが好ましい。（メタ）アクリル系ベースポリマーのヒドロキシ基やカルボキシ基は、後
述の架橋剤との反応点となる。（メタ）アクリル系ベースポリマーに架橋構造が導入され
ることにより、凝集力が向上し、粘着剤層２の接着性が向上するとともに、粘着剤の流動
性が低下するため、リワーク時の被着体への糊残りが低減する傾向がある。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
　ヒドロキシ基含有モノマーとしては、（メタ）アクリル酸２－ヒドロキシエチル、（メ
タ）アクリル酸２－ヒドロキシプロピル、（メタ）アクリル酸４－ヒドロキシブチル、（
メタ）アクリル酸６－ヒドロキシヘキシル、（メタ）アクリル酸８－ヒドロキシオクチル
、（メタ）アクリル酸１０－ヒドロキシデシル、（メタ）アクリル酸１２－ヒドロキシラ
ウリル、（メタ）アクリル酸４－（ヒドロキシメチル）シクロヘキシルメチル等が挙げら
れる。カルボキシ基含有モノマーとしては、（メタ）アクリル酸、（メタ）アクリル酸２
－カルボキシエチル、（メタ）アクリル酸カルボキシペンチル、イタコン酸、マレイン酸
、フマル酸、クロトン酸等が挙げられる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　（メタ）アクリル系ベースポリマー中の共重合モノマー成分の比率は特に制限されない
が、例えば架橋点を導入する目的で共重合モノマー成分としてヒドロキシ基含有モノマー
やカルボキシ基含有モノマーを用いる場合、ヒドロキシ基含有モノマーとカルボキシ基含
有モノマーの含有量の合計は、（メタ）アクリル系ベースポリマーを構成するモノマー成
分全量に対して、１～２０重量％程度が好ましく、２～１５重量％がより好ましい。
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